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に
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
い

ま
す
。

二
〇
二
三
年
度
に
始
ま
り
、
今
回
で
三
回

目
を
迎
え
る
サ
ミ
ッ
ト
は
「
潮
の
音 

鳴
ら

せ 

我
ら
の
離
島
～
し
ま
の
高
校
生
、
一
〇

〇
人
会
議
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
九
都
道

県
の
二
〇
校
か
ら
集
ま
っ
た
離
島
高
校
生
五

九
人
が
、
離
島
の
魅
力
や
島
な
ら
で
は
の
悩

み
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し
に

つ
な
が
る
事
業
計
画
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
メ
ン
タ
ー
役
と
な
る
大

正
大
学
の
学
生
と
と
も
に
、「
文
化
」「
仕
事
」

「
イ
ベ
ン
ト
」「
観
光
」「
生
き
物
」「
食
①
・

②
」「
生
活
」「
学
校
・
教
育
」
の
主
題
ご
と

に
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
現
状
や

課
題
、
共
通
点
や
違
い
な
ど
を
議
論
。
最
後

に
各
グ
ル
ー
プ
で
企
画
し
た
島
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
事
業
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
々

    「
仕
事
」
グ
ル
ー
プ
は
、「
農
業
や
漁
業
な

ど
の
第
一
次
産
業
が
中
心
で
繁
閑
差
が
大
き

本
誌
編
集
部

八
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て 

九
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る
大
正
大
学
（
東
京
都
豊

島
区
）
と
共
同
で
、
二
〇
二
五
年
一
二
月
二

一
日
（
日
）
に
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ

ミ
ッ
ト
２
０
２
５
（
以
下
、
サ
ミ
ッ
ト
）」
を

開
催
し
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
離

島
に
住
む
高
校
生
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

お
互
い
の
島
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
な
い
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決

や
島
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
企
画
す
る
も
の
で
す
。
ま
た「
離
島
」

と
い
う
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）
で
つ
な
が
る
仲

間
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
分
の
島
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
地
域
へ
の
感
謝
と
と
も

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
５
開
催
報
告

全
国
の
二
〇
の
離
島
高
校
か
ら
五
九
人
が
参
加

ア イ ラ ン ダ ー
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北
海
道
礼
文
高
校
、北
海
道
奥
尻
高
校
◎
、東
京
都

立
新
島
高
校
◎
、同
小
笠
原
高
校
、新
潟
県
立
佐
渡

総
合
高
校
◎
、広
島
県
立
大
崎
海
星
高
校
◎
、同
広

島
叡
智
学
園
高
校
◎
、島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校

◎
、愛
媛
県
立
弓
削
高
校
◎
、長
崎
県
立
壱
岐
高

校
、同
対
馬
高
校
、同
北
松
西
高
校
、同
上
五
島
高

校
、同
奈
留
高
校
◎
、同
五
島
海
陽
高
校
◎
、鹿
児

島
県
立
種
子
島
高
校
、同
徳
之
島
高
校
◎
、同
与
論

高
校
◎
、沖
縄
県
立
久
米
島
高
校
、角
川
ド
ワ
ン
ゴ

学
園
Ｎ
高
校
※

◎
実
行
委
員
の
い
る
高
校

※
通
信
制
に
通
う
離
島
高
校
生

参
加
高
校
一
覧
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い
」「
本
土
と
比
較
し
て
仕
事
の
選
択
肢
に

限
り
が
あ
る
」「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
」
な
ど
の
離
島
の
現
状
に
着
目
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
多
地
域
居
住
や
複

業
の
実
践
を
含
め
た
理
想
の
働
き
方
／
生
き

方
を
実
現
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
「
島

転
勤
シ
ス
テ
ム
（
島
め
ぐ
り
ワ
ー
ク
）」
の
構

築
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
通
年
雇
用

や
期
間
を
限
定
し
た
就
業
な
ど
人
手
不
足
に

悩
む
島
の
事
業
者
と
、
離
島
で
働
き
た
い
と

希
望
す
る
人
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
島

へ
の
転
勤
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
島
の
課
題
解
決
と
合
わ
せ
て
、

関
係
人
口
の
創
出
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
と

の
プ
レ
ゼ
ン
に
、「
人
手
不
足
の
悩
み
を
解

消
で
き
、
離
島
の
産
業
だ
け
で
な
く
伝
統
文

化
な
ど
も
守
れ
る
の
で
は
」「
複
数
の
島
で

多
様
な
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
分
に

合
っ
た
島
や
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
」
な
ど

の
感
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

   「
学
校
・
教
育
」
グ
ル
ー
プ
は
、「
Ｅ
Ｒ

（Education Revolution

）
学
園
」
と
い
う
学

校
を
設
立
し
、
離
島
か
ら
学
校
教
育
に
革
命

を
起
こ
そ
う
！　
と
提
案
。島
の
学
校
の「
少

人
数
の
た
め
学
習
指
導
が
手
厚
い
」「
一
人

ひ
と
り
の
活
躍
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
」

「
地
域
と
の
交
流
機
会
が
多
い
」
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、
島
外
と
の

交
流
が
限
ら
れ
る
、
私
塾
が
な
く
授
業
の
補

完
や
学
力
の
向
上
が
難
し
い
な
ど
の
課
題
を

新
技
術
で
解
消
す
る
こ
と
で
、「
最
小
規
模

か
つ
最
先
端
の
地
域
密
着
型
教
育
」
を
実
現

し
た
い
と
の
発
表
に
、「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

手
厚
い
授
業
を
受
け
ら
れ
、
進
路
や
自
己
実

現
の
探
究
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
る
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
島
内
外
の
方
々

と
交
流
で
き
る
」
な
ど
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
「
＃
離
島
」
と
い
う
共
通

項
を
持
つ
高
校
生
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
提
案
で

き
る
個
性
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。「
５
Ｗ
１
Ｈ
（
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
が
・

何
を
・
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
）」
を
共
通
ル
ー
ル

北海道から沖縄県
まで全国20校か
ら59人の離島高
校生が参加。

アイランダー高校生サミット 2025
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と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画
し
て
い
る
の
で
、
具
体
的
か
つ
非
常
に

実
現
性
の
高
い
発
表
も
あ
り
、
今
後
の
高
校

生
た
ち
の
活
躍
を
期
待
さ
せ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

他
の
島
の
高
校
生
と
の
交
流
を
評
価

サ
ミ
ッ
ト
の
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
島
あ
る
あ
る

0

0

0

0

な
ど
で
話
す
こ

と
が
で
き
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
良
い
経
験

と
な
っ
た
」「
島
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
他
の
参
加
者
の
意

見
を
聞
き
、
自
分
の
思
考
を
深
め
て
い
く
の

は
楽
し
か
っ
た
」「
自
分
の
島
の
こ
と
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
、
サ
ミ
ッ

ト
の
参
加
を
プ
ラ
ス
と
と
ら
え
る
感
想
が
多

く
、
全
体
の
満
足
度
も
平
均
四
・
三
（
五
点

満
点
）
と
高
い
も
の
で
し
た
。

じ
つ
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

や
広
報
活
動
、
全
般
的
な
企
画
・
運
営
は
、

第
一
回
か
ら
離
島
の
高
校
生
と
大
正
大
学
生

に
よ
る
実
行
委
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回

人手不足の解消と関
係人口の創出を両立
させる「島転勤システ
ム（島めぐりワーク）」
をプレゼンする「仕
事」グループ。

「学校・教育」グループ
は、離島の学校のメリッ
トを活かし、「最小規模
かつ最先端の地域密着
型学校を作ろう」と提案。
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み
、
将
来
の
島
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

に
向
け
、
二
〇
二
六
年
度
も
「
ア
イ
ラ
ン
ダ

ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
計
画
で

す
。
開
催
時
期
な
ど
は
未
定
で
す
が
、
今
回

と
同
様
に
離
島
の
高
校
生
と
大
学
生
に
よ
る

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
学
生
・
生
徒
た
ち

が
主
体
的
に
サ
ミ
ッ
ト
の
企
画
・
運
営
を
担

う
形
で
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

詳
細
は
適
宜
、
主
催
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
サ

ミ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る
離
島
の
高
校
生
、
親

御
様
、
教
育
関
係
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
サ
ミ
ッ
ト

に
実
行
委
員
と
し
て
関
わ

り
た
い
！　
と
い
う
離
島

高
校
生
の
立
候
補
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

（
森
田
）

も
一
一
人
の
高
校
生
、
五
人
の
大
学
生
の
計

一
六
人
の
実
行
委
員
が
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
な
い
ま
し
た
（
実
行
委
員
名
簿
な
ど
詳

細
は
本
誌
二
八
三
号
参
照
※
）。

実
行
委
員
を
務
め
た
大
正
大
学
の
髙
本
汐し

音お
ん

さ
ん
は
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
を
作
れ
て
、
と
て
も

幸
せ
で
し
た
。
学
び
や
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

毎
日
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
、

感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
ま
し
た
。

高
校
生
実
行
委
員
た
ち
も
「
サ
ミ
ッ
ト
で

一
緒
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
参
加
者
た
ち
と
、

想
像
以
上
に
盛
り
上
が
っ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
終

了
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

実
際
に
オ
フ
で
会
え
た
子
も
い
て
、
と
て
も

良
い
出
会
い
に
な
り
ま
し
た
」（
田
中
楓ふう
夏か
さ

ん
、
弓
削
高
校
）、「
第
一
回
目
の
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
参
加
し
、
二
回
目
・
三
回
目
は
実
行
委
員

と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
進
学
で
島
を
離
れ
て
も
委
員

の
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
」（
泉 
和な
穂ほ
さ
ん
、
五
島
海
陽
高

校
）
な
ど
、
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

二
〇
二
六
年
度
も
開
催
予
定

本
財
団
で
は
、
島
に
対
す
る
愛
郷
心
を
育
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アイランダー高校生サミットに関する
ご相談・お問い合わせ
（公財）日本離島センター
03-3591-1151（森田）

当日は大正大学の学生がメンターとして各グループの議論をサポートした。

※




